
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































楷船、照屋船 黒糖 照屋等/38人/那覇府 記載なし/8月14日/福州竿塘/9月2日/宝島



















































































































楷船、照屋船 黒糖 照屋等/38人/那覇府 記載なし/8月14日/福州竿塘/9月2日/宝島














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A B H a h
年 1791 1798 1816 1795 1854
全長（m） 27.2 39.4 30.72 35.84 32



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A B※※ D H J a b c

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































H杉板小船 石伝馬※※ 馬艦船伝馬※※ 唐船伝馬※※
全長（m） 7.68 9.545 6.06 6.969
最大幅（m） 2.176※ 2.121 1.212 1.97























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































記号 西暦 申告した地名 目的 「旅行心得之条々」との合致
A 1791 北山徳島 上国 ○
a 1795 大島 上国 ○
C 1800 八重山 帰国 ○
D 1803 大島 上国 ○
b 1803 烏父世麻 上国 ○
c 1809 大島 上国 ○
d 1812 宝島 上国 ◎
E 1812 宝島 上国 ◎
F 1814 大島、巡査各島 帰国 ×
G 1814 喜界島 帰国 ×
H 1816 喜屋武県 上国 －
e 1823 巡哨周歴三十六島 上国 △
f 1833 烏父島地方巡査 上国 ○
g 1835 大島地方 帰国 ×
I 1840 喜界島 帰国 ×
h 1854 八重山島 帰国 ○
◎…「宝島のレトリック」に合致。
○… 上国中の漂着に際して沖縄島より北東の島を選択するか、帰国中の漂着に際して沖縄島より南西の島を
選択。
△…具体的な島の名は出さないが、「旅行心得之条々」とは矛盾しない。
×… 上国中の漂着に際して沖縄島より南西の島を選択するか、帰国中の漂着に際して沖縄島より北東の島を
選択。
－…上記のいずれにも該当しない例外的選択。
214
る
た
め
、
宝
島
の
名
を
持
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、「
旅
行
心
得
之
条
々
」
発
布
後
に
琉
薩
間
航
路
に
参
入
し
た
、
ジ
ャ
ン
ク
型
の
運
送
馬
艦
船
が
あ
え
て
「
宝
島
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
を
用
い
る
必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
状
況
は
や
や
異
な
る
が
、「
旅
行
心
得
之
条
々
」
に
お
い
て
、
楷
船
や
馬
艦
船
が
中
国
に
漂
着
し
た
際
、
大
和
人
が
同
乗
し
て
い
た
場
合
の
申
告
の
内
容
を
み
て
み
る
。
﹇
史
料
一
〇）68
（
﹈
一　
 
楷
船
馬
艦
抔
ゟ
大
和
人
便
乗
さ
せ
罷
登
候
時
、
唐
江
致
漂
着
候
ハ
ヽ
、
其
晴
様
　
　
　
私
共
者
北
山
之
年
貢
積
船
ニ
而
候
、
宝
島
小
船
北
山
江
漂
着
致
破
船
候
付
而
、
此
船
便
乗
さ
せ
（
後
略
）
便
乗
し
て
い
る
大
和
人
に
つ
い
て
は
、
北
山
に
漂
着
し
た
「
宝
島
小
舟
」
の
搭
乗
者
で
あ
る
と
述
べ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ン
ク
型
の
楷
船
や
馬
艦
船
そ
の
も
の
を
、
宝
島
船
と
偽
る
様
子
は
な
い
。
宝
島
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
日
本
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
露
見
し
そ
う
な
場
合
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ク
型
で
あ
る
楷
船
や
運
送
馬
艦
船
が
、
大
和
人
を
乗
せ
て
い
な
い
場
合
、
あ
え
て
宝
島
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
ず
と
も
、
日
本
と
の
関
係
は
十
分
に
隠
し
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
九
が
挙
げ
る
偽
り
の
目
的
地
は
徳
之
島
や
宮
古
島
、
八
重
山
島
と
さ
れ
て
お
り
、
地
名
そ
の
も
の
か
ら
は
表
六
に
み
え
る
申
告
が
「
旅
行
心
得
之
条
々
」
を
無
視
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
琉
球
船
の
搭
乗
者
は
「
旅
行
心
得
之
条
々
」
を
軽
視
し
た
の
で
は
な
く
、
運
送
馬
艦
船
の
215 琉薩間航路を往還する大型馬艦船の運用について
琉
薩
間
航
路
参
入
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
た
実
態
に
合
わ
せ
、
運
用
が
な
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
八
四
八
年
に
成
立
し
た
「
異
国
人
江
返
答
之
心
得
」
は
、
国
内
で
見
か
け
ら
れ
る
船
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
場
合
、
次
の
よ
う
に
返
答
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
﹇
史
料
一
一）69
（
﹈
一　
大
和
船
相
尋
候
ハ
ヽ
日
ほ
ん
之
属
島
宝
島
船
与
相
答
候
事
。
（
中
略
）
一　
楷
船
馬
艦
船
相
尋
候
ハ
ヽ
、
属
島
之
島
々
江
罷
渡
候
段
相
答
候
事
。
大
和
船
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
時
は
「
宝
島
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
を
用
い
て
い
る
反
面
、
楷
船
や
馬
艦
船
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
際
は
、
史
料
一
〇
同
様
、
琉
球
の
属
島
に
向
か
う
た
め
の
船
と
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
お
り
、
宝
島
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
用
い
ら
れ
な
い
。「
旅
行
心
得
之
条
々
」
と
「
異
国
人
江
返
答
之
心
得
」
の
成
立
時
期
の
隙
間
を
埋
め
る
琉
日
関
係
隠
蔽
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
規
定
が
実
態
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
た
結
果
が
、
楷
船
と
馬
艦
船
に
関
す
る
規
定
か
ら
の
宝
島
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
削
除
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
事
例
の
検
討
に
戻
る
。
史
料
九
に
よ
る
と
、「
旅
行
心
得
之
条
々
」
は
風
向
き
に
よ
っ
て
虚
偽
の
申
告
に
用
い
る
島
を
変
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
原
則
的
に
、「
南
風
之
時
分
」
は
上
国
の
時
期
、「
北
風
216
之
時
分
」
は
帰
国
の
時
期
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
F
・
G
・
H
・
g
・
I
は
、
こ
れ
に
合
致
し
て
い
な
い
。
離
島
へ
の
渡
航
を
口
実
と
し
て
い
る
事
例
は
「
異
国
人
江
返
答
之
心
得
」
に
照
ら
せ
ば
矛
盾
は
な
い
が
、
H
の
み
、
離
島
で
は
な
く
「
喜
屋
武
県
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
、
清
代
档
案
で
は
目
的
地
が
「
小
琉
球
国
屋
喜
県
」
と
記
録
さ
れ
る
な
ど）70
（
、
琉
球
人
と
中
国
官
憲
の
間
で
意
思
の
疎
通
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
、
琉
球
人
側
の
虚
偽
申
告
が
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
渡
辺
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
規
定
が
厳
守
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
と
い
え
る
。
一
方
、
e
を
除
く
そ
の
他
の
事
例
で
は
時
期
と
地
名
が
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
取
り
上
げ
た
地
名
は
と
も
か
く
と
し
て
、
F
・
e
・
f
は
「
巡
査
」
や
「
巡
島
」
を
名
目
と
し
て
い
る
。「
旅
行
心
得
之
条
々
」
の
「
巡
見
官
」
と
関
連
す
る
語
と
い
え
、
規
定
の
考
え
方
や
要
素
は
、
琉
薩
間
航
路
船
の
搭
乗
者
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
第
三
章　
変
化
す
る
琉
薩
間
航
路
船
こ
こ
ま
で
運
送
馬
艦
船
の
運
用
形
態
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
改
め
て
、
同
じ
琉
薩
間
航
路
船
で
あ
る
楷
船
と
関
連
付
け
て
検
討
し
た
い
。
焦
点
と
な
る
の
は
、
第
二
章
第
四
・
五
節
で
指
摘
し
た
、
運
送
馬
艦
船
と
楷
船
の
特
徴
の
接
近
で
あ
る
。
楷
船
は
通
常
、
進
貢
船
を
改
装
し
た
官
船
だ
と
さ
れ
る
が
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
楷
船
の
船
主
を
名
乗
る
人
物
が
217 琉薩間航路を往還する大型馬艦船の運用について
現
れ
る
。﹇
史
料
一
二）71
（
﹈
口
上
覚
（
中
略
）
右
者
恐
多
御
座
候
得
共
申
上
候
。
所
持
馬
ら
ん
船
之
儀
夏
楷
船
被
仰
付
、
早
々
船
拵
仕
候
様
被
仰
渡
趣
承
知
仕
候
。
依
之
奉
訴
候
儀
御
都
合
之
程
も
如
何
敷
奉
存
候
得
共
、
右
馬
ら
ん
船
之
儀
去
年
唐
漂
着
、
当
夏
帰
帆
仕
候
付
而
ハ
都
而
之
綱
具
弱
相
付
難
相
用
得
、
但
書
之
通
新
縄
ニ
而
打
調
不
申
ハ
遠
海
乗
渡
候
儀
念
遣
仕
事
ニ
而
段
々
脇
才
覚
仕
候
得
共
、
急
不
相
調
至
極
差
支
居
申
事
御
座
候
間
、
何
卒
本
行
斤
数
定
代
借
ニ
而
卯
御
船
手
ゟ
所
望
被
成
下
度
奉
願
候
。
此
旨
宜
様
被
仰
上
可
被
下
儀
奉
頼
候
。
以
上
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
主
辰
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
井
真
筑
登
之
218
こ
れ
に
よ
る
と
、
船
主
の
仲
井
真
筑
登
之
は
、
所
持
す
る
馬
艦
船
を
一
八
五
六
（
咸
豊
六
）
年
の
夏
楷
船
と
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
船
は
以
前
に
中
国
に
漂
着
し
た
た
め
、
綱
具
が
劣
化
し
て
お
り
、
新
調
す
る
た
め
の
代
金
の
借
用
を
船
手
座
に
求
め
て
い
る
。
一
八
五
〇
年
代
、
本
来
首
里
王
府
の
官
船
で
あ
る
は
ず
の
楷
船
も
、
運
送
馬
艦
船
同
様
に
民
間
船
を
利
用
し
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
漂
流
を
経
て
急
ぎ
修
理
し
た
船
で
あ
っ
て
も
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
状
況
が
み
て
取
れ
る
。表
二
を
み
る
と
、
一
八
五
四
年
（
咸
豊
四
）
の
h
に
も
船
主
慶
留
間
筑
登
之
親
雲
上
が
乗
船
し
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
琉
球
側
の
史
料
で
は
船
頭
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
中
国
で
の
記
録
が
誤
り
で
あ
る
の
か
、
慶
留
間
筑
登
之
親
雲
上
が
船
主
で
あ
り
な
が
ら
船
頭
で
も
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
船
は
同
様
に
民
間
船
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。王
府
が
楷
船
を
自
力
で
確
保
で
き
ず
、
民
間
船
に
頼
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
官
船
・
民
間
船
の
区
別
な
く
、
海
船
は
頻
繁
に
漂
流
し
て
お
り
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
琉
球
船
の
海
難
に
関
す
る
記
録
が
頻
出
・
増
加
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）72
（
。
一
八
三
七
年
（
道
光
一
七
）
に
は
相
次
ぐ
難
船
・
破
船
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
琉
球
館
蔵
方
の
窮
状
が
述
べ
ら
れ
て
お
り）73
（
、
王
府
に
よ
る
民
間
船
の
楷
船
と
し
て
の
利
用
は
、
漂
流
等
に
よ
る
船
舶
不
足
が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
楷
船
と
運
送
馬
艦
船
の
搭
乗
人
数
や
船
方
の
構
成
に
接
近
が
み
ら
れ
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
運
送
馬
艦
船
の
船
方
の
人
数
が
増
え
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
王
府
に
よ
る
船
舶
・
船
方
の
確
保
が
難
く
な
っ
た
こ
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と
が
、
楷
船
の
運
送
馬
艦
船
へ
の
接
近
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
良
倉
吉
氏
は
、
近
世
末
期
の
先
島
に
、
民
間
人
が
山
原
方
面
を
中
心
と
す
る
地
域
の
地
船
を
借
り
受
け
て
商
船
と
し
て
利
用
す
る
預
船
が
現
れ
る
こ
と
を
分
析
し
、
そ
の
状
況
は
「
地
船
の
み
で
は
当
該
地
域
（
筆
者
注
：
先
島
）
の
海
上
交
通
を
カ
バ
ー
で
き
ず
、
民
間
私
船
の
チ
ャ
ー
タ
ー
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
遭
（
マ
マ
）
運
を
実
現
で
き
る
と
い
う
海
上
史
の
事
情
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
海
運
の
主
役
は
民
間
私
船
に
移
行
し
て
お
り
、
そ
れ
を
担
う
職
能
的
な
海
運
者
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た）74
（
。
高
良
氏
の
指
摘
は
国
内
の
海
上
交
通
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
公
的
な
海
運
の
担
い
手
が
公
権
力
の
手
を
離
れ
、
民
間
に
移
行
す
る
状
況
は
、
国
内
航
路
と
琉
薩
間
航
路
の
両
方
で
同
時
期
に
起
き
て
い
た
と
い
え
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
論
じ
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
一
、 
運
送
馬
艦
船
の
船
体
は
、
最
初
期
の
も
の
を
除
き
、
船
主
が
す
で
に
保
有
し
て
い
る
大
型
船
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
船
具
は
船
主
が
準
備
し
た
が
、
必
要
な
物
品
に
つ
い
て
は
船
手
座
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
船
方
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
渡
唐
船
の
船
方
か
ら
の
雇
い
入
れ
が
あ
る
反
面
、
そ
の
大
半
に
は
船
主
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
船
方
の
渡
唐
船
か
ら
の
雇
い
入
れ
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
い
ず
れ
も
、
先
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島
か
ら
の
上
納
品
を
輸
送
し
た
御
米
漕
船
と
共
通
し
、
公
用
を
帯
び
た
民
間
船
全
体
の
特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
、
船
方
の
勲
功
に
つ
い
て
は
御
米
漕
船
と
異
な
り
、
同
じ
琉
薩
間
航
路
を
運
航
す
る
官
船
で
あ
る
楷
船
と
同
様
で
あ
っ
た
。
二
、 
運
送
馬
艦
船
の
登
場
が
、
琉
球
の
中
国
に
対
す
る
琉
日
関
係
の
隠
蔽
規
定
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
三
、 一
九
世
紀
前
半
に
は
、
原
則
的
に
官
船
が
用
い
ら
れ
て
き
た
楷
船
に
つ
い
て
、
民
間
船
が
利
用
さ
れ
た
り
、
船
方
の
構
成
に
変
化
が
み
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
運
送
馬
艦
船
の
特
徴
と
接
近
し
た
。
そ
の
原
因
に
は
、
琉
球
船
の
相
次
ぐ
漂
流
と
、
慶
良
間
島
の
困
窮
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
運
送
馬
艦
船
は
、
楷
船
と
同
じ
く
上
国
使
者
を
乗
せ
、
国
外
と
往
還
す
る
船
で
あ
り
、
船
具
の
調
達
や
船
方
の
勲
功
な
ど
の
点
に
お
い
て
は
官
船
に
近
い
待
遇
を
受
け
て
い
る
が
、
船
方
の
選
出
か
ら
み
え
る
よ
う
に
、
そ
の
本
質
は
民
間
船
で
、
船
主
が
主
体
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
具
体
的
な
事
例
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
一
九
世
紀
に
は
首
里
王
府
の
意
図
と
は
関
わ
り
な
く
、
海
運
の
担
い
手
が
民
間
に
移
っ
て
い
く
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。深
澤
秋
人
氏
は
、「
鹿
児
島
航
路
の
場
合
、
福
州
航
路
の
渡
唐
使
節
と
は
異
な
り
、
上
国
使
者
と
船
舶
関
係
者
に
よ
っ
て
外
交
使
節
が
編
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
上
国
使
者
は
、
船
舶
関
係
者
が
動
か
す
船
舶
（
大
和
船
を
含
む
）
に
便
乗
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る）75
（
。
本
稿
が
論
じ
た
こ
と
は
、
運
送
馬
艦
船
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に
つ
い
て
は
深
澤
氏
の
指
摘
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
官
船
だ
と
さ
れ
て
き
た
楷
船
の
事
例
検
討
を
深
め
る
こ
と
で
、
楷
船
と
運
送
馬
艦
船
の
差
異
や
、
琉
薩
間
航
路
船
と
渡
唐
船
の
差
異
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
【
注
】
（
1
）
琉
球
館
文
書
「
六
九
、
琉
球
人
は
琉
船
で
上
京
せ
よ
。
使
者
乗
船
は
春
、
夏
楷
船
各
一
艘
で
、
馬
艦
船
は
小
船
な
の
で
使
者
乗
船
は
不
可
（
天
明
七
年
・
一
七
八
七
年
）」、「
九
四
、
馬
艦
船
天
明
七
年
よ
り
大
船
に
つ
き
、
楷
船
と
し
て
使
用
し
た
い
（
寛
政
四
年
・
一
七
九
二
年
）」、「
九
九
、
使
者
乗
船
の
一
件
、
再
考
を
願
う
（
寛
政
五
年
・
一
七
九
三
年
）」、「
一
〇
一
、
天
明
七
年
よ
り
琉
球
人
は
琉
球
船
で
渡
海
せ
よ
と
の
仰
せ
。
江
戸
使
者
と
両
先
島
運
送
船
の
事
（
寛
政
五
年
・
一
七
九
三
年
）」、
「
二
一
一
、
春
夏
楷
船
の
外
、
琉
球
館
蔵
方
続
料
運
送
の
た
め
馬
艦
船
弐
艘
づ
つ
派
遣
願
（
文
化
九
年
・
一
八
一
二
年
）」（
那
覇
市
総
務
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史　
資
料
篇　
第
一
巻
の
二　
薩
琉
関
係
文
書
』
那
覇
市
役
所
、
一
九
七
〇
年
所
収
）。
以
下
、
琉
球
館
文
書
は
い
ず
れ
も
同
書
。
（
2
）
喜
舎
場
一
隆
「「
馬
艦
船
」
新
考
」（
原
題
「「
馬
艦
船
」
考
」『
海
事
史
研
究
』
二
三
、一
九
七
四
年
初
出
。
の
ち
、
喜
舎
場
一
隆
『
近
世
薩
琉
関
係
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
所
収
）。
（
3
）
豊
見
山
和
行
「
近
世
中
期
の
対
薩
摩
外
交
」（
原
題
「
近
世
中
期
に
お
け
る
琉
球
王
国
の
対
薩
摩
外
交
」
曽
根
勇
二
・
木
村
直
也
編
『
新
し
い
近
世
史
②　
国
家
と
対
外
関
係
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
初
出
。
の
ち
、
豊
見
山
和
行
『
琉
球
王
国
の
222
外
交
と
王
権
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）。
（
4
）
琉
球
館
文
書
「
二
一
一
、
春
夏
楷
船
の
外
、
琉
球
館
蔵
方
続
料
運
送
の
た
め
馬
艦
船
弐
艘
づ
つ
派
遣
願
（
文
化
九
年
・
一
八
一
二
年
）」、「
沖
縄
旧
記
書
類
字
句
註
解
書
」（『
沖
縄
研
究
資
料
二
七　
旧
記
書
類
抜
萃
・
沖
縄
旧
記
書
類
字
句
註
解
書
』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
所
収
。
以
下
、「
字
句
註
解
書
」）。
（
5
）「
字
句
註
解
書
」。
（
6
）「
御
状
案
書
（
咸
豊
元
〜
五
年
）」﹇
二
八
－
一
﹈（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書　
第
十
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年
所
収
）。﹇　
﹈
内
の
番
号
は
、
編
者
に
よ
っ
て
各
号
文
書
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
で
あ
る
。『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
に
つ
い
て
は
以
下
同
じ
。
（
7
）
板
井
英
伸
「『
那
覇
港
図
屏
風
』
に
み
る
一
九
世
紀
那
覇
港
の
船
」（『
比
較
民
俗
研
究
』
二
二
、二
〇
〇
八
年
所
収
）、
豊
見
山
和
行
「
船
と
琉
球
史
－
近
世
の
琉
球
船
を
め
ぐ
る
諸
相
－
」（
岡
本
弘
道
編
『
周
縁
の
文
化
交
渉
学
シ
リ
ー
ズ
五　
船
の
文
化
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
位
相
』
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
（
I
C
I
S
）、
二
〇
一
二
年
所
収
）、
拙
稿
「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
「
琉
球
船
の
図
」
と
関
連
資
料
」（『
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館　
博
物
館
紀
要
』
一
〇
、二
〇
一
七
年
所
収
）、
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
会
編
『
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
九
年
な
ど
。
（
8
）
前
掲
、
喜
舎
場
「「
馬
艦
船
」
新
考
」。
（
9
）
池
野
茂
『
沖
縄
山
原
船
水
運
の
展
開
』
ロ
マ
ン
書
房
本
店
、
一
九
九
四
年
。
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（
10
）
高
良
倉
吉
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
海
運
史
の
一
側
面
－
預
船
の
事
例
と
そ
の
検
討
」（
山
本
弘
文
先
生
還
暦
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
山
本
博
文
博
士
還
暦
記
念
論
集　
琉
球
の
歴
史
と
文
化
』
本
邦
書
籍
、
一
九
八
五
年
初
出
。
の
ち
、
高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
史
の
課
題
』
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
八
九
年
所
収
）、
同
「
海
上
交
通
史
の
諸
相
」（『
新
琉
球
史
－
近
世
編
（
下
）
－
』
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
〇
年
所
収
）。
（
11
）
岑
玲
『
清
代
中
国
漂
着
琉
球
民
間
船
の
研
究
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
五
年
。
（
12
）
喜
舎
場
一
隆
「
楷
船
雑
考
」（『
海
事
史
研
究
』
一
五
、一
九
七
〇
年
初
出
。
の
ち
、
前
掲
、
喜
舎
場
『
近
世
薩
琉
関
係
史
の
研
究
』
所
収
）。
（
13
）
真
栄
平
房
昭
「
琉
球
海
域
に
お
け
る
交
流
の
諸
相
－
海
運
・
流
通
史
の
視
点
か
ら
－
」（
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
編
『
沖
縄
県
史　
各
論
編　
第
四
巻　
近
世
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
初
出
。
の
ち
、
真
栄
平
房
昭
『
琉
球
海
域
史
論
（
下
）
－
海
防
・
情
報
・
近
代
－
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
二
〇
年
所
収
）、
深
澤
秋
人
「
海
域
史
の
中
の
那
覇
港
－
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
を
中
心
に
－
」（
上
里
賢
一
・
高
良
倉
吉
・
平
良
妙
子
編
『
琉
球
大
学　
人
の
移
動
と
二
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会　
東
ア
ジ
ア
の
文
化
と
琉
球
・
沖
縄
－
琉
球
／
沖
縄
・
日
本
・
中
国
・
越
南
』
彩
流
社
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）、
同
「
琉
球
の
船
舶
乗
組
員
か
ら
み
た
海
域
史
－
護
送
船
・
飛
船
の
例
を
中
心
に
－
」（
前
掲
、
岡
本
編
『
周
縁
の
文
化
交
渉
学
シ
リ
ー
ズ
五　
船
の
文
化
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
位
相
』
所
収
）。
（
14
）
前
掲
、
深
澤
「
海
域
史
の
中
の
那
覇
港
－
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
を
中
心
に
」。
（
15
）
前
掲
、
拙
稿
「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
「
琉
球
船
の
図
」
と
関
連
資
料
」。
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（
16
）
渡
辺
美
季
「
清
に
対
す
る
琉
日
関
係
の
隠
蔽
と
漂
着
問
題
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
四
－
一
一
、二
〇
〇
五
年
初
出
。
の
ち
、
渡
辺
美
季
『
近
世
琉
球
と
中
日
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
所
収
）。
（
17
）
渡
辺
氏
の
「
地
名
詐
称
リ
ス
ト
」
に
は
、
一
八
〇
六
年
（
嘉
慶
一
一
）
に
中
国
に
漂
着
し
た
翁
氏
佐
久
真
親
方
盛
寧
が
乗
る
船
が
あ
る
が
、
出
典
に
船
種
の
明
示
が
な
い
た
め
除
外
し
た
。
（
18
）「
一　
船
主
宮
城
筑
登
之
親
雲
上
所
持
之
馬
艦
船
、
春
運
送
船
被
仰
付
候
付
、
船
具
所
望
申
出
之
事
」（「
年
中
各
月
日
記
（
帳
当
座
）（
咸
豊
元
年
）」（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書　
第
五
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
所
収
）、
史
料
三
・
四
・
八
。
（
19
）「
去
冬
当
島
（
筆
者
注
：
宮
古
島
）
雇
馬
艦
仲
松
船
之
儀
（
中
略
）、
今
壱
艘
之
雇
船
謝
敷
筑
登
之
親
雲
上
馬
艦
船
者
当
夏
大
和
江
之
夏
運
送
船
被
仰
付
候
間
（
後
略
）」（「
奥
州
人
七
人
宮
古
島
江
漂
着
破
船
那
覇
江
送
来
候
ニ
付
介
抱
日
記
（
咸
豊
九
年
）」
﹇
一
﹈、
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書　
第
十
五
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）、
史
料
八
。
（
20
）
前
掲
、
拙
稿
「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
「
琉
球
船
の
図
」
と
関
連
資
料
」
は
一
間
を
約
一
．
八
二
メ
ー
ト
ル
と
し
、
B
の
全
長
を
三
六
．
四
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
を
一
〇
．
九
二
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
会
は
、
一
間
を
一
．
九
七
メ
ー
ト
ル
、
全
長
・
最
大
幅
を
そ
れ
ぞ
れ
三
九
．
四
メ
ー
ト
ル
・
一
一
．
八
メ
ー
ト
ル
と
し
た
（
前
掲
、『
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
』）。
こ
れ
は
石
井
謙
治
『
図
説
和
船
史
話
』
（
至
誠
堂
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
り
、
拙
稿
を
訂
正
し
、
琉
球
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
会
225 琉薩間航路を往還する大型馬艦船の運用について
の
指
摘
に
従
い
た
い
。
（
21
）
前
掲
、
高
良
「
海
上
交
通
史
の
諸
相
」
は
、
地
船
に
つ
い
て
「
耐
久
年
数
は
十
年
前
後
で
あ
り
、
五
、六
年
を
過
ぎ
る
と
「
古
船
」
と
称
し
修
理
を
要
し
た
」
と
す
る
。
（
22
）
岡
本
弘
道
「
古
琉
球
期
の
琉
球
王
国
に
お
け
る
「
海
船
」
を
め
ぐ
る
諸
相
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
一
、二
〇
〇
八
年
初
出
。
の
ち
、
岡
本
弘
道
『『
琉
球
王
国
海
上
交
渉
史
研
究
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）。
（
23
）
深
澤
秋
人
「
家
文
書　
解
説
」（
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
編
『
那
覇
市
史　
資
料
篇　
第
一
巻
一
二　
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
』
那
覇
市
役
所
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）。
（
24
）
前
掲
、
喜
舎
場
「
楷
船
雑
考
」。
喜
舎
場
氏
は
出
典
と
し
て
、「『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
十
巻
、
巻
之
九
・
十
」
と
書
名
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。
（
25
）「
古
老
集
記
類
の
二
」（
小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料　
第
十
巻
』
近
世
地
方
経
済
史
料
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
所
収
。
以
下
、「
古
老
集
記
類
」）
三
九
九
〜
四
〇
一
頁
。
傍
線
筆
者
。
（
26
）「
古
老
集
記
類
」
三
七
四
〜
三
七
五
頁
。
傍
線
筆
者
。
（
27
）
深
瀬
公
一
郎
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
上
国
使
者
の
派
遣
－
【
上
国
使
者
一
覧
年
表
】
と
統
計
デ
ー
タ
の
分
析
－
」（『
八
〜
一
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
－
海
域
と
港
市
の
形
成
、
民
族
・
地
域
間
の
相
互
認
識
を
中
心
に
－
（
下
）』
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）。
（
28
）
前
掲
、
深
澤
「
家
文
書　
解
説
」。
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（
29
）
運
送
馬
艦
船
同
様
、
公
用
を
帯
び
た
民
間
船
で
あ
る
、
先
島
航
路
の
御
米
漕
船
に
も
積
間
・
乗
間
・
船
間
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
の
「
請
取
払
帳
」（
豊
見
山
和
行
『
琉
球
王
国
に
お
け
る
海
運
と
漂
流
・
漂
着
に
関
す
る
研
究
』
二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）
度
〜
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
）
度　
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）
（
二
））
研
究
成
果
報
告
書　
課
題
番
号　
一
三
六
一
〇
三
九
一
、二
〇
〇
四
年
所
収
）
か
ら
み
て
取
れ
る
。
（
30
）「
差
出
（
進
上
・
進
覧
物
関
係
文
書
）」（
前
掲
、
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
編
『
那
覇
市
史　
資
料
篇　
第
一
巻
一
二　
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
』
所
収
）
に
よ
る
と
、
散
砂
糖
一
〇
〇
斤
（
樽
一
丁
）
を
除
く
二
四
万
二
九
五
五
斤
の
砂
糖
を
二
一
一
三
丁
の
砂
糖
樽
に
、
つ
ま
り
一
樽
に
約
一
一
五
斤
を
詰
め
て
運
送
し
て
い
る
。
一
方
、
J
は
一
樽
に
約
八
四
斤
し
か
詰
め
て
い
な
い
。
事
例
が
乏
し
い
が
、
平
均
し
、
本
稿
で
は
一
樽
に
詰
め
る
砂
糖
を
一
〇
〇
斤
と
し
た
。
（
31
）「
差
出
（
進
上
・
進
覧
物
関
係
文
書
）」。
他
に
、
道
光
午
三
月
の
記
録
で
も
、「
二
十
三
萬
斤
程　
春
運
送
船　
十
八
萬
三
千
斤
程　
夏
運
送
船
」
と
あ
り
、
一
八
二
二
年
の
規
定
の
数
値
に
近
い
（「
古
老
集
記
類
」
三
九
七
頁
）。
年
不
明
だ
が
、
本
文
で
述
べ
た
通
り
、
道
光
午
年
は
一
八
二
二
年
以
降
で
あ
る
。
（
32
）「
差
出
（
船
頭
関
係
文
書
）」（
前
掲
、
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
編
『
那
覇
市
史　
資
料
篇　
第
一
巻
一
二　
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
』
所
収
）。
以
下
、
一
八
四
四
年
（
道
光
二
四
）
の
事
例
は
、
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
同
書
に
よ
る
。
（
33
）
前
掲
、
板
井
「『
那
覇
港
図
屏
風
』
に
み
る
一
九
世
紀
那
覇
港
の
船
」。
（
34
）
な
お
、
板
井
氏
は
前
掲
、「『
那
覇
港
図
屏
風
』
に
み
る
一
九
世
紀
那
覇
港
の
船
」
に
お
い
て
、
す
で
に
唐
船
伝
馬
に
つ
い
て
「
唐
船
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ン
ク
船
に
付
属
す
る
舟
艇
を
指
す
も
の
」
と
推
測
し
て
い
る
。
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（
35
）
喜
舎
場
一
隆
「
琉
球
に
お
け
る
船
手
座
に
つ
い
て
」（『
海
事
史
研
究
』
一
二
、一
九
六
九
年
所
収
。
の
ち
、
前
掲
、
喜
舎
場
『
近
世
薩
琉
関
係
史
の
研
究
』
所
収
）。
（
36
）
前
掲
、
豊
見
山
「
船
と
琉
球
史
－
近
世
の
琉
球
船
を
め
ぐ
る
諸
相
－
」。
（
37
）「
朝
鮮
人
拾
壱
人
慶
良
間
島
漂
着
馬
艦
船
を
以
送
越
候
日
記
（
雍
正
十
一
年
〜
同
十
二
年
）」（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書　
第
一
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
所
収
）。
（
38
）「
年
中
各
月
日
記
（
帳
当
座
）（
咸
豊
六
年
）」﹇
一
二
六
－
一
﹈（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書　
第
十
二
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年
所
収
）。
目
録
に
は
史
料
四
と
あ
わ
せ
て
「
一　
春
運
送
船
々
主
ゟ
楫
并
杉
大
帆
け
た
所
望
被
成
下
度
願
之
事
」
と
あ
る
。
な
お
、
一
部
を
「『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
正
誤
表
」（
浦
添
市
立
図
書
館
沖
縄
学
研
究
室
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書　
総
索
引
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）
に
よ
り
修
正
し
た
。
（
39
）「
年
中
各
月
日
記
（
帳
当
座
）（
咸
豊
六
年
）」﹇
一
二
六
－
二
﹈。
（
40
）
両
史
料
の
要
望
先
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
書
で
は
夏
運
送
船
船
主
が
「
御
船
手
」（
船
手
座
）
か
ら
檣
の
借
用
を
要
望
し
て
い
る
（﹇
二
〇
〇
﹈）。
ま
た
、
一
八
五
三
年
（
咸
豊
三
）
の
春
運
送
船
が
帰
国
中
に
嵐
に
あ
い
、
碇
や
綱
な
ど
を
流
失
し
た
際
に
は
、
船
手
座
が
返
却
の
催
促
を
し
て
い
る
（﹇
一
二
一
－
一
﹈）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
申
請
先
は
船
手
座
だ
と
わ
か
る
。
（
41
）「
年
中
各
月
日
記
（
帳
当
座
）（
咸
豊
六
年
）」
に
は
同
様
の
申
請
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
公
用
を
帯
び
た
民
間
船
で
あ
る
先
島
へ
の
「
御
検
使
御
乗
船
」﹇
二
六
〇
－
一
、二
六
二
－
一
、二
六
五
－
一
﹈
の
取
り
扱
い
も
同
様
で
あ
っ
た
。
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（
42
）
前
掲
、
拙
稿
「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
「
琉
球
船
の
図
」
と
関
連
資
料
」。
（
43
）「
楷
船
の
儀
は
定
式
人
数
四
拾
壱
人
、
役
々
乗
船
仕
候
へ
は
、
六
拾
人
程
ニ
及
申
候
間
（
後
略
）」（
琉
球
館
文
書
「
一
五
九
、
琉
球
へ
金
銀
銭
を
支
給
し
な
い
と
の
こ
と
（
享
和
元
年
、
一
八
〇
一
年
）」）。
（
44
）
前
掲
、
喜
舎
場
「
楷
船
雑
考
」。
（
45
）
砂
川
玄
正
「〔
近
世
時
代
〕
史
料
を
通
し
て
見
る
宮
古
の
船
々
」（『
平
良
市
総
合
博
物
館
紀
要
』
七
、二
〇
〇
〇
年
所
収
）
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
「
富
川
親
方
宮
古
島
仕
上
世
座
例
帳
」
の
「
御
当
地
運
送
之
船
々
積
高
並
船
中
人
数
定
事
」
に
あ
る
「
人
数
者
帆
壱
反
ニ
付
壱
人
七
分
宛
例
」
の
記
述
に
よ
り
、
一
二
反
帆
船
の
船
方
の
人
数
を
二
〇
か
ら
二
一
人
と
算
出
し
た
。
こ
の
数
値
は
運
送
馬
艦
船
の
船
方
の
人
数
に
近
く
、
同
船
と
先
島
か
ら
の
上
納
品
輸
送
船
は
同
一
船
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
送
馬
艦
船
に
こ
の
定
め
が
準
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
同
史
料
の
成
立
は
、
後
述
の
運
送
馬
艦
船
の
船
方
が
増
加
す
る
事
例
の
後
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
指
摘
に
留
め
た
い
。
（
46
）
水
主
は
船
中
で
最
も
低
級
な
役
職
で
あ
る
水
夫
で
、
他
に
「
水
手
」、「
加
子
」
と
記
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
引
用
部
分
を
除
き
、
「
水
主
」
で
統
一
す
る
。
（
47
）
前
掲
、
拙
稿
「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
「
琉
球
船
の
図
」
と
関
連
資
料
」。
（
48
）
前
掲
、
深
澤
「
海
域
史
の
中
の
那
覇
港
－
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
を
中
心
に
－
」。
（
49
）
清
代
档
案
で
は
「
那
覇
府
西
県
人
」（
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
編
『
清
代
中
琉
関
係
档
案
選
編
』
中
華
書
局
出
版
、
一
九
九
三
年
、
四
九
四
頁
。
同
『
清
代
中
琉
関
係
档
案
続
編
』
中
華
書
局
出
版
、
一
九
九
四
年
、
一
一
七
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
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『
歴
代
宝
案
』
二
－
一
二
五
－
〇
七
（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
編
『
歴
代
宝
案　
校
訂
本　
第
十
冊
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
所
収
）
で
は
泊
村
の
名
が
加
え
ら
れ
、「
那
覇
府
西
県
西
同
庄
泊
同
庄
等
処
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
50
）
前
掲
、
真
栄
平
「
琉
球
海
域
に
お
け
る
交
流
の
諸
相
－
海
運
・
流
通
史
の
視
点
か
ら
－
」。
（
51
）
東
恩
納
寛
惇
『
東
恩
納
寛
惇
全
集　
第
七
巻　
南
島
風
土
記
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。
（
52
）
前
掲
、
深
澤
「
海
域
史
の
中
の
那
覇
港
－
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
を
中
心
に
－
」。
（
53
）「
古
老
集
記
類
」
三
七
二
頁
。
傍
注
・
傍
線
筆
者
。
（
54
）
津
口
通
手
形
は
、
搭
乗
者
や
積
載
貨
物
を
王
府
に
申
請
す
る
書
類
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
い
ず
れ
の
船
方
も
王
府
の
承
認
を
得
て
い
る
。
（
55
）
前
掲
、
深
澤
「
海
域
史
の
中
の
那
覇
港
－
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
を
中
心
に
－
」。
（
56
）「
一
四
八　
琉
球
藩
民
ヲ
救
助
セ
シ
諾
耳
威
国
船
長
ヘ
謝
儀
ノ
件
」（
琉
球
政
府
編
『
沖
縄
県
史　
第
一
二
巻　
資
料
編
二　
沖
縄
県
関
係
各
省
公
文
書
一
』
琉
球
政
府
、
一
九
六
六
年
所
収
）。
な
お
、
本
史
料
で
は
船
頭
古
謝
筑
登
之
が
「
船
問
屋
西
村
渡
嘉
敷
之
馬
艦
船
ヲ
傭
ヒ
」
と
述
べ
て
お
り
、
船
方
に
も
船
頭
と
同
じ
与
那
原
村
出
身
者
が
複
数
い
る
。
本
稿
で
は
船
主
の
主
体
性
を
論
じ
た
が
、
今
後
は
船
頭
の
主
体
性
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
（
57
）
C
・
D
は
、『
中
山
世
譜
』
巻
一
〇
に
そ
れ
ぞ
れ
「
那
覇
府
西
村
仲
地
親
雲
上
十
二
反
帆
馬
艦
」（
嘉
慶
庚
申
年
条
）、「
西
村
翁
長
筑
登
之
親
雲
上
十
二
反
帆
馬
艦
」（
嘉
慶
癸
亥
年
条
）
と
あ
り
、
仲
地
親
雲
上
と
翁
長
筑
登
之
親
雲
上
は
ど
ち
ら
も
運
送
馬
艦
船
に
乗
船
し
て
い
る
。『
中
山
世
譜
』
に
お
け
る
船
名
は
、
H
の
よ
う
に
、
乗
船
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
船
主
の
名
230
を
冠
し
て
「
泊
村
名
城
馬
艦
」（
巻
一
一
、
嘉
慶
二
一
年
丙
子
条
）
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
仲
地
親
雲
上
と
翁
長
筑
登
之
親
雲
上
も
同
様
に
船
主
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。F
は
清
代
档
案
に
「
船
主
水
手
三
十
人
」（
前
掲
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
編
『
清
代
中
琉
関
係
档
案
選
編
』
四
六
三
頁
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
（
58
）
例
え
ば
、『
歴
代
宝
案
』
二
－
一
六
二
－
二
一
（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
編
『
歴
代
宝
案　
訳
注
本　
第
十
二
冊
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
所
収
）
に
は
、
一
八
三
五
年
（
道
光
一
五
）
に
中
国
に
漂
着
し
た
、
御
米
漕
船
と
思
わ
れ
る
三
隻
の
船
の
搭
乗
者
で
あ
る
渡
慶
次
等
一
一
人
、
池
味
等
一
四
人
、
新
垣
等
一
五
人
の
救
助
・
送
還
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
渡
慶
次
等
の
船
の
船
主
は
「
本
国
」
に
い
て
乗
船
し
な
い
の
に
対
し
、
池
味
等
、
新
垣
等
の
船
に
は
船
主
が
乗
っ
て
い
る
。
（
59
）
深
澤
秋
人
「
渡
唐
使
節
の
編
成
」（
原
題
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
渡
唐
使
節
の
編
成
〜
十
九
世
紀
の
事
例
を
中
心
に
〜
」『
沖
縄
文
化
研
究
』
二
六
、
二
〇
〇
〇
年
初
出
。
の
ち
、
深
澤
秋
人
『
近
世
琉
球
中
国
交
流
史
の
研
究
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
一
年
所
収
）。
（
60
）「
琉
球
資
料
一
二
九　
琉
球
雑
記
」（
那
覇
市
企
画
部
文
化
振
興
課
編
『
那
覇
市
史　
資
料
篇　
第
一
巻
一
〇　
琉
球
資
料
（
上
）』
那
覇
市
役
所
、
一
九
八
九
年
所
収
）。
（
61
）「
年
中
各
月
日
記
（
帳
当
座
）（
咸
豊
六
年
）」﹇
一
三
三
－
一
、一
三
三
－
二
﹈。
（
62
）「
渡
唐
船
佐
事
・
定
加
子
代
合
之
節
者
、
進
貢
・
接
貢
船
又
者
楷
船
・
馬
艦
船
船
方
相
勤
、
船
柄
・
勲
功
相
増
候
者
江
被
仰
付
候
御
規
向
候
処
（
後
略
）」（「
進
貢
船
仕
出
日
記
（
道
光
二
十
六
年
）」﹇
七
﹈
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
231 琉薩間航路を往還する大型馬艦船の運用について
王
国
評
定
所
文
書　
第
二
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
所
収
）。
（
63
）
喜
舎
場
一
隆
「
近
世
期
琉
球
の
対
外
隠
蔽
主
義
政
策
」（
原
題
「
近
世
期
沖
縄
の
対
外
隠
蔽
主
義
政
策
」『
海
事
史
研
究
』
一
六
、一
九
七
一
年
初
出
。
の
ち
、
前
掲
、
喜
舎
場
『
近
世
薩
琉
関
係
史
の
研
究
』
所
収
）、
紙
屋
敦
之
「
幕
藩
体
制
に
お
け
る
琉
球
の
位
置
－
幕
・
薩
・
琉
三
者
の
権
力
関
係
－
」（『
幕
藩
制
国
家
の
琉
球
支
配
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
〇
年
所
収
）
な
ど
。
（
64
）
渡
辺
美
季
「
清
に
対
す
る
琉
日
関
係
の
隠
蔽
－
『
旅
行
心
得
之
条
々
』
の
分
析
を
中
心
に
－
」（『
ア
ジ
ア
民
衆
史
研
究
』
一
〇
、二
〇
〇
五
年
）、
前
掲
、「
清
に
対
す
る
琉
日
関
係
の
隠
蔽
と
漂
着
問
題
」。
（
65
）
前
掲
、
渡
辺
「
清
に
対
す
る
琉
日
関
係
の
隠
蔽
と
漂
着
問
題
」。
（
66
）
前
掲
、
渡
辺
「
清
に
対
す
る
琉
日
関
係
の
隠
蔽
と
漂
着
問
題
」。
（
67
）「
旅
行
心
得
之
条
々
」（
前
掲
、
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
編
『
那
覇
市
史　
資
料
篇　
第
一
巻
一
二　
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
』
所
収
）。
傍
線
筆
者
。
（
68
）「
旅
行
心
得
之
条
々
」。
傍
線
筆
者
。
（
69
）「
異
国
人
江
返
答
之
心
得
」（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書　
第
十
七
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）。
（
70
）
前
掲
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
編
『
清
代
中
琉
関
係
档
案
続
編
』
一
一
七
一
頁
。
（
71
）「
年
中
各
月
日
記
（
帳
当
座
）（
咸
豊
六
年
）」﹇
二
二
四
－
五
﹈。
傍
線
筆
者
。
な
お
、
抜
粋
部
分
は
船
主
が
船
手
座
か
ら
様
々
な
道
具
を
借
用
し
た
い
こ
と
を
申
し
出
る
一
連
の
文
書
群
の
一
部
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
も
船
主
仲
村
渠
筑
登
之
親
雲
上
が
同
じ
232
く
船
主
の
仲
井
真
筑
登
之
の
申
し
出
の
通
り
承
諾
を
求
め
る
奥
書
が
あ
る
。
仲
井
真
筑
登
之
と
仲
村
渠
筑
登
之
親
雲
上
の
関
係
は
同
史
料
か
ら
は
読
み
取
れ
ず
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。
（
72
）
金
城
正
篤
「
校
訂
本　
第
九
冊
・
十
冊
解
説
」（
前
掲
、
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
編
『
歴
代
宝
案　
校
訂
本　
第
十
冊
』
所
収
）、
小
島
晋
治
「
校
訂
本　
第
十
一
・
第
十
二
冊
解
説
」（
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
編
『
歴
代
宝
案　
校
訂
本　
第
十
二
冊
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）。
の
ち
、
と
も
に
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
編
『
歴
代
宝
案
編
集
参
考
資
料
一
六　
『
歴
代
宝
案
』
校
訂
本
解
説
集
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
所
収
。
（
73
）
上
原
兼
善
「
貿
易
の
推
進
と
渡
唐
役
者
の
動
向
」（『
近
世
琉
球
貿
易
史
の
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
所
収
）。
（
74
）
前
掲
、
高
良
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
海
運
史
の
一
側
面
－
預
船
の
事
例
と
そ
の
検
討
」。
傍
注
筆
者
。
（
75
）
前
掲
、
深
澤
「
海
域
史
の
中
の
那
覇
港
－
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
を
中
心
に
－
」。
